
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道の魅力を価値にかえる学びを促す 

観光教育 
ガイドブック 

北海道教育庁学校教育局義務教育課 

【指導資料】 

地域の観光の花びらを見付けよう 

友だちと一緒に、地

域の「観光の花びら」

について話し合おう 

新たな地域の魅

力を発見しよう 

地域の郷土料理やご当地グルメ、 

野菜・果物狩り など 
方言や地域独自の 

文化風習、伝統芸能 など 

※上図は「観光でまちを元気に！日本・ふるさと再発見！〔改訂版〕」 
（公益社団法人日本観光振興協会）を基に作成しています。 

建物や 

施設 

生活 

文化 

観光の 

花びら 

自 然 

食べもの 

祭り・ 

イベント 

歴 史 

～ 令和７年 11 月改訂 ～ 

地域を代表する建造物や 

テーマパーク など 

独自の景観を有する国立公園や 

雄大な自然 など 

各地の祭りや花火、 

音楽フェス、フードフェス など 

博物館や文化財、 

伝統工芸、語り部 など 
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近年、SNS 等の発展により、北海道のグルメ、伝統・文化等の素晴らしさが世界中に発信され、

コロナ禍を挟んで訪日外国人が年々増加傾向にある中、子どもたちに北海道の魅力的な観光資源

や今後さらに増加する観光需要について学ぶ機会をつくり、地域創生の重要な取組である観光産

業への理解を深める観光教育の充実を図ることが重要です。 

 これからの未来を担う子どもたちが、観光の果たす役割について理解し関心を持ち、自分の

住む地域の観光資源の魅力を自ら発信することができるよう、地域の課題を見付け、解決策を

考える学習過程を通して、今日求められている課題解決能力を育成することや、地域への愛着

や誇りを育むことが求められています。 

観光教育のススメ 

□ 観光教育の意義 

□ 観光教育の進め方 

地域住民等とコミュニケーションを通じて、地域の魅力の再発見や地域課題の解決に向けた

学習に取り組むためには、次のような手順で進めることが考えられます。 

① 地域と学校の連携 
  「産官学」や、学校と地域が連携し、観光教育推進の共同体を構築することが大切で

す。特定の属人的なマンパワーに頼らず、教職員の異動があっても推進体制を維持でき

るよう人材育成も視野に入れた連携体制の構築が必要です。 

② 地域の課題の洗い出し 
  地域の課題について、児童生徒の視点で地域住民等と話し合うなど、課題を明らかに

することが大切です。様々な視点や意見集約も必要です。 

③ ターゲットの補足 
  地域の魅力を発信する方法を考える際に、いつ、誰に、何をアピールするのかを明確

にする必要があります。 

④ 課題解決の方法の検討 
  地域住民等と共同で、気付いていない地域の魅力を発見することができるよう、新し

い視点で課題を抽出、解決する手法を検討することが大切です。 

⑤ カリキュラムの作成 
  導入から素材選定、課題解決に向けた取組、成果発表等までの取組を計画し、児童生

徒と共有することが大切です。また、状況に応じて修正・変更する必要もあります。 

⑥ 目指すべきゴール 
  観光教育のゴールをどこに定めるのか、課題解決、解決策の構築、具体的な数的・定

性的な目標等を踏まえ長期的・短期的に検討する必要があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【探究的な学び×ICT の活用で期待できる学びの質の高まり】 
 

観光教育における学習効果 

□ 探究的な学習過程の充実 

□ ICT の活用で期待できる学びの質の高まり 

 総合的な学習の時間において、身近な観光を題材として、探究的な学習過程を構築することによ

り、よりよい郷土の創造に関わって生じる地域ならではの課題に対し、児童生徒が地域における自

己の生き方との関わりで考え、よりよい解決に向けて学習に取り組むなど、積極的に社会に参画し

ようとする態度を育むことが期待できます。 

 観光教育は、総合的な学習の時間を中核として、地理や歴史など観光と親和性が高い社会科や、

旅行や英語によるコミュニケーションに係る表現を扱う外国語科等との教科等横断的な学習を展開

することができます。 

 社会科の「資料を活用する能力」、外国語科の「コミュニケーション能力」など、他教科等で学ん

だ知識や技能を活用して課題解決を図るとともに、ICT を効果的に活用することにより、観光教育

の学習効果をより高め、子どもたちの資質・能力をより一層高めることが期待できます。 

【観光を題材とした「探究的な学習過程」の例】 
①【課題の設定】体験活動などを通して、課題を設定し課題意識をもつ 

・地域の調査活動を行ったり、Web 等に掲載されている情報を活用したりして、自分たちの地域と、多く

の観光客が訪れる地域の特色を比較し、探究課題「観光客に喜ばれる地域の魅力って何だろう」を設定 

②【情報の収集】必要な情報を取り出したり収集したりする 

・地域のよさについて話し合い、よさを確かめるための見学、体験、ICT を活用したアンケート調査を実施 

③【整理・分析】収集した情報を、整理したり分析したりして思考する 

・収集した情報を表やグラフにより整理・分析し、これまで気付いていなかった地域のよさを発見 

④【まとめ・表現】気付きや発見、自分の考えなどをまとめ、表現する 

・「本当の地域のよさ」について、整理したことをプレゼンテーションソフト等を用いて地域に発信す

るとともに、新たな探究課題「地域の持続可能な観光について考えよう」を設定 

①課題の設定  
多様な課題に出会うことができ

る データ等で課題を明確化し、課
題解決の見通しを鮮明にできる 

②情報の収集 
多種多様な大量の情報を、高速

に、時間や空間を超えて収集・蓄積
できる 

③整理・分析 
多様で大量で複雑な情報の整理

や、整理した情報の加工・分析が容
易になる 

④まとめ・表現 
豊かな表現を短い時間で作成し、

広く発信したり、自らの学びを振り
返ったりできる 

 このような探究的な学習過程を充実させるためには、課題意識をもたせたり、学習意欲を高めた

りするための発問が大切です。「○○町にやってくる観光客の楽しみは何だろう。」「観光客数が大き

く変化した原因は何だろう」など、物事の本質を探って見極めようとする発問を行うことにより、

探究的な学習の過程を質的に高めていくことが期待できます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「総合的な学習の時間」を中核とした指導計画】 

学習過程 主な学習活動 

課
題
の
設
定 

【地域の観光の魅力に気付き、探究課題を設定する学習活動】 

○ 自分のまちの魅力 

 ・観光客にとっての自分のまちの魅力を考える 

○ 自分のまちの魅力を再発見 

 ・自分のまちの観光の花びら（観光資源）を見付ける 

○ 課題設定のための話合い 

・自分のまちの観光資源に関する課題を設定する 

情
報
の
収
集 

【地域のよさや観光資源の魅力について情報収集する学習活動】 

○ 情報収集の計画 

 ・自分のまちの観光資源の魅力をリストアップ 

 ・リストアップした資源の情報収集の計画 

○ 情報収集の実施 

 ・計画に基づき、図書館、１人１台端末の活用や、 

地域住民等へのインタビューにより、 

課題解決に必要な資料や気付いたことなどの情報収集 

整
理
・
分
析 

【地域のよさや観光資源の魅力に関わる情報を整理し、まとめる学習活動】 

○ 情報の分析・考察 

 ・観光資源が魅力的な理由、観光客を引き付けるアイディア 

○ 地域のよさを発信する具体的な方策の検討 

・PR活動、観光ガイド等の検討 

・方策を実現するための具体的な企画の検討 

ま
と
め
・
表
現 

【地域のよさや観光資源の魅力を発信する方策を考え、実践する学習活動】 

○ 成果の発表 

・１人１台端末を活用した観光パンフレット等の作成 

・成果発表としての観光ガイドの企画、運営  

○ 地域関係者への報告・PR活動及び意見交換 

・考えた企画を地域関係者へ報告・PR活動 

・方策を実現するための準備、実践 

 

 

観光教育に関する指導計画の作成 

【学校の教育目標を踏まえた「資質・能力」の設定】 【子どもの現状を把握する】 
○ 全国調査の児童生徒質問や児童生徒・保護者アン 

ケート等の客観的な指標と、教師の自己評価、保護者 

や地域住民の学校関係者の評価を参考にして、子ど 

もたちの地域の魅力の理解や地域社会への参画意 

識、課題解決能力の状況を明らかにします。 

【地域の特色を生かす】 
◯ 世界自然遺産や北海道遺産、北海道や地域の歴史

や文化、産業等に関わる人的・物的な教育資源を活用

します。 

◯ 日常的に子どもたちの目にとまりにくい地域の観光

資源に着目させ、地域の新たな魅力を発見させます。 

〔学校の教育目標〕 

進んで課題を追究する子 ねばり強くやり遂げる子 相手を思いやる子 

【国語科との関連】 
  国語科の学習で行っている言語活動を、探究的な学

習過程の目的に応じて取り入れます。 

〔言語活動例〕 

 ・話す・聞く：インタビュー、提案、紹介、討論 

 ・書   く：報告文、意見文、案内文 

 ・読   む：複数の資料を活用した情報収集 

【社会科との関連】 
  社会科で身に付けた調査活動や諸資料から情報を効

果的に調べまとめる技能を活用します。 

〔調べまとめる技能例〕 

 ・手段を考えて課題解決に必要な情報を収集する技能 

 ・情報を社会的な見方・考え方を働かせて読み取る技能 

 ・読み取った情報を課題解決に向けてまとめる技能 

【特別活動との関連】 
  特別活動で身に付けた合意形成や人間関係の形成に

関わる資質・能力を総合的な学習の時間で生かします。

また、総合的な学習の時間で育まれた資質・能力を生

かし、特別活動で実践的に取り組みます。 

〔学級活動〕 

・観光教育における課題解決に向けた話合いにおい

て、特別活動で身に付けた合意形成、役割分担に関

わる力を活用 

〔児童会・生徒会活動〕 

・観光教育の学習活動で検討したPR活動等について、

児童会・生徒会活動による計画に基づく自主的な取組 

〔学校行事〕 

・修学旅行等において、観光教育の学習活動で検討し

たPR活動等を実践することを通した集団への所属

感や連帯感の醸成 

【道徳科との関連】 
 道徳科で考えを深めた「郷土の伝統や文化を大切に

すること」「地域社会の一員として進んで郷土の発展に

努めること」について、観光教育の学習活動の中で実

践し、北海道や地域への理解と愛着を育みます。 

【地域の観光に関わる仕事に携わる人材を活用する】 

 ・役場の観光課、観光協会等による地域の魅力に関する講話   ・地域の観光施設における見学、体験、インタビュー調査   ・地域の観光に携わる人々との意見交換   ・地域関係者への学習成果の発信 等 

〔観光教育を通じて育成を目指す資質・能力〕 

  □ 地域の魅力に気付く力 

□ 地域の発展のためにできることを考え、実行する力 

□ 地域の発展のために地域に関わろうとする力 

【外国語活動・外国語科との関連】 
  外国語活動や外国語科で身に付けた英語によるコミ

ュニケーション能力を活用します。 

〔コミュニケーションにおいて活用できる能力例〕 

 ・聞く・話す：外国人観光客へのインタビュー調査 

 ・書   く：英語による、地域の魅力を発信するた

めのポスター、パンフレットの作成 

【「課題の設定」の板書】 

【観光ガイド】 

【端末を活用したインタビュー】 

【「整理・分析」の板書】 

 

【「情報の収集」における発問等の例】 
・課題解決に向けて、私たちの町のどのような人にイン

タビューするとよいだろうか。 

・町のイベント等に参加することで、課題解決につなが

る情報を得られるものはあるだろうか。 

・インターネットで情報を集めるときに、気を付けるこ

とを挙げてみよう。 

【「課題の設定」における発問等の例】 
・○○町にやってくる観光客の楽しみって何だろう。 

・年間、○万人の旅行客がやってくるけど、どこから、

どのようなお客さんが来ているのかな。 

・観光客数が大きく変化した原因は何だろう。 

【「整理・分析」における発問等の例】 
・集めた情報は、グラフと表のどちらで整理すると分か

りやすいだろうか。 

・ 〇〇町には、どのような特徴と問題点が 

あるのかな。 

・より課題解決につながるものは、どの情報 

だろうか、またその理由は何だろうか。 

【「まとめ・表現」における発問等の例】 
・作成するパンフレットには、どのような順番で情報を

並べるとよいだろうか。 

・観光客と地域の方が触れ合えるイベントを考えよう。 

・北海道の絶景が持つ魅力を短いフレーズで表現してみ

よう。 


